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 Advanced LIGOによる重力波の初検出により、重力波天文学の幕が開けた。よ

り高精度なパラメータ決定と高い全天カバー率で重力波天文学をさらに進める

ためには、複数の重力波望遠鏡による国際観測ネットワークの構築が必要であ

り、Advanced Virgo、KAGRA、LIGO Indiaといった計画が進められている。 

KAGRAは岐阜県神岡の地下に建設中の一辺 3 kmのレーザー干渉計型重力波望

遠鏡である。KAGRAでは地下建設により地面振動の影響を低減し、低温鏡を用い

ることで熱雑音を低減させるという他の望遠鏡にはない独自の工夫で高感度な

重力波検出を目指している。設計感度(下図)が達成されると、全天平均 158 Mpc

先までの中性子星連星合体、1.0 Gpc先までのブラックホール連星合体、数 100 

kpc先までの超新星爆発からの重力波が検出可能となる。 

本プロジェクトは 2010年 10月にスタートし、2016年 3月から 4月に渡って

簡易な構成での常温試験

運転が行われた。また、

2018年 3月には低温での

初動作試験を行い、2019

年 3月にはフル構成での運

転を開始して次第に感度

を向上させていく予定で

ある。本講演では KAGRAの

根幹となる主干渉計開発

の現状と、干渉計感度向上

の展望について述べる。 


